
記述項目 記 載 事 項

資料群名 陸奥国弘前津軽家文書

番 号 22B/683

表 題 （陸奥国津軽郡・上野国勢多郡のうち4万7000石知
行につき朱印状）

年月日 寛文４年（1664）４月５日

差出人 （徳川家綱）

宛 所 津軽越中守とのへ

形 態 状（竪紙）

数 量 １（包紙とも）

ノート 原文書は国文学研究資料館所蔵。国文研での表題は「厳有院
様（家綱）御朱印状写共」。
津軽越中守は弘前藩４代当主の津軽信政のこと。津軽左京は
信政の従兄弟の津軽信敏（黒石領主）、津軽一学は信敏の父
の津軽信純。

①の基本データ
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記述項目 記 載 事 項

資料群名 信濃国松代真田家文書（寄託分）

番 号 776

表 題

年月日 （万治元年：1658）10月14日

差出人 （真田）伊賀守信澄

宛 所 玉川左門殿

形 態

数 量 １

ノート 原文書は国文学研究資料館所蔵。国文研での表題は「（真田
信澄書状）」。「一当様」とは松代藩初代藩主の真田信之のこと。
「伊賀守信澄」は信之の孫（長男信吉の子）で上野国沼田藩主。
玉川左門は真田信之の側近役人と思われる。
信之は、この３日後の万治元年10月17日に死去（93歳）。

②の基本データ
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記述項目 記 載 事 項

資料群名 陸奥国弘前津軽家文書

番 号 22B/1369

表 題

年月日

差出人

宛 所 松平伊豆守殿・戸田采女正殿・太田備中守殿・安藤
対馬守殿

形 態 状（竪継紙）

数 量 １

ノート 原文書は国文学研究資料館所蔵。国文研での表題は「帰国御
暇之節仮養子願」。津軽越中守は弘前藩９代藩主の津軽寧親
（やすちか）のこと。宛所の松平伊豆守ら４名は幕府の老中。
文書の差出人部分には押印と花押の両方がある。

③の基本データ
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記述項目 記 載 事 項

資料群名 マリオ・マレガ収集資料

番 号 Marega.A14.3.4.9.8.1

表 題

年月日

差出人

宛 所

形 態

数 量 １

ノート 原文書はバチカン図書館所蔵。臼杵藩の家老が幕府の宗門
改役に提出した文書の写（控）。万次郎は臼杵藩９代藩主であ
る稲葉治通の幼名（父の急逝により、この年の５月に幼少にて
藩主となる）。

④の基本データ



④


